
第548号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年 10月 1 日日曜日

宗

■』II:"kl且漏．
12:30 
12:45 
13:00 
13: 15 
14:00 
14:30 
16:00 
18:30 
19:30 
20:30 

全国各地から研修生が当大社に参集
開始奉告祭に参列後、研修日程に入る
神島宮司開講挨拶
沖人事部次長講話

出光担当者行程説明
けつさい

白衣・白袴の着け方、潔斎
神社祭式作法（朝拝演習）
夕食
鎮魂
入浴・就寝

出
光
興
産
の
中
堅
社
員
を
対
象
と
し
た
第
七
回
目
の
社
員
研

修
が
、
九
月
一
ー
三
日
当
大
社
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
宗
像
大
社
で
の
研
修
か
ら
、
千
葉
・
平
川
寮
ま
で
の
十
五
日

間
に
亘
る
一
次
研
修
（
二
次
ま
で
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
だ
が
、
今

回
は
全
国
か
ら
の
研
修
生
三
十
六
名
に
、
出
光
本
社
沖
宏
伸
人
事

部
次
長
以
下
五
名
を
加
え
た
、
過
去
最
も
多
い
計
四
十
一
名
が
参

加
し
た
。

さ
ら
に
今
回
は
、
人
事
部
教
育
課
よ
り
新
卒
の
伊
藤
真
理
社
員

も
参
加
し
、
初
め
て
女
性
を
交
え
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。

出
光
興
産
と
そ
の
関
連
企
業
は
社
員
数
六
五

0
0
人
を
誇
る

大
企
業
、
再
会
す
る
の
は
入
社
式
以
来
、
或
い
は
ほ
と
ん
ど
が
初
対

面
と
い
う
方
々
で
あ
っ
た
。

( 
祁t

119、文．

イニ
親
王
展生

五
生

10月祭事暦 l

一|15日肖茨祭10:00 高宮祭
第二宮・第三宮祭

引き絞き宗像護国神社巡拝
11 :oo 総社祭（豊栄算奉奏）
|17日表干家献荼祭 11:oo 

秋
篠
宮
悠
仁
親
王
殿
下
御
生
誕
の
慶

事
に
国
民
挙
っ
て
祝
意
を
表
す
中
、
重
陽

の
節
句
も
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
秋
本
番
を
迎

え
た
▼
日
本
に
は
何
月
何
日
と
い
う
暦

と
と
も
に
、
「
立
春
」
や
「
清
明
」
「
白
露
」
と

い
っ
た
美
し
い
言
葉
で
示
さ
れ
る
「
二
十

四
節
気
」
と
い
う
暦
が
あ
る
。
一
年
の
細

や
か
な
節
目
の
た
め
に
設
け
ら
れ
、
立
春

か
ら
大
寒
ま
で
を
暦
の
上
で
分
け
た
も

の
で
あ
る
▼
四
季
に
恵
ま
れ
た
我
が
国

で
は
節
気
に
よ
っ
て
、
自
然
の
再
生
循
環

と
季
節
の
移
ろ
い
を
身
体
で
感
じ
、
自
然

と
の
共
生
を
暮
し
の
源
と
し
て
き
た
。
節

気
間
は
約
十
五
日
、
も
と
も
と
中
国
の
暦

法
で
用
い
ら
れ
紀
元
前
か
ら
続
く
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
の
暦
法
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
、
持
統
天
皇
の
時
代
か
ら
用
い

ら
れ
た
▼
季
節
の
変
わ
り
目
を
知
る
目

安
と
な
る
こ
と
も
な
っ
て
、
様
々
な
民
俗
・

宗
教
行
事
の
行
わ
れ
る
日
と
な
っ
た
。
秋

と
も
な
る
と
各
地
で
新
穀
の
収
穫
を
感

謝
し
神
威
を
蒙
る
稲
米
儀
礼
の
新
嘗
祭

が
斎
行
さ
れ
る
。
暑
さ
も
お
さ
ま
り
秋
を

肌
で
感
じ
出
す
と
、
暦
の
上
で
は
「
寒
露
」

晩
秋
の
頃
と
な
る
▼
四
季
の
移
り
変
わ

り
に
今
よ
り
ず
っ
と
敏
感
で
あ
っ
た
昔
の

人
々
は
、
こ
の
二
十
四
節
気
を
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
約
十
五
日
ご
と
に
「
季
節
j

を
感
じ
、
行
事
や
仕
事
の
区
切
り
を
つ
け

て
い
っ
た
。
分
単
位
で
時
間
を
切
り
刻
む

今
日
と
は
ま
た
違
っ
た
、
確
か
な
智
恵
や

時
の
流
れ
、
ま
た
自
然
に
感
謝
す
る
心
が

三
十
四
節
気
」
に
は
沢
山
詰
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

(
S
.
N
)
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研
修
生
に
は
、
こ
の
二
泊
三
日
の
一
朝
拝
演
習
と
、
当
大
社
祭
儀
部
の
一
う
膨
大
な
出
土
品
を
i
育
課
長
に
よ
る
「
店
主
と
宗
像
大

研
修
期
間
を
神
社
の
境
内
で
過
こ
ー
神
職
が
総
動
員
で
神
社
祭
式
作
法
~
通
し
て
感
じ
て
い
た
だ
一
社
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
出
光
興
産

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
ず
白
衣
・
一
の
基
礎
を
約
四
時
間
に
亘
っ
て
指
一
い
た
。
一
側
の
講
義
が
行
わ
れ
、
鎮
魂
。
二
日

白
袴
の
着
装
・
畳
み
方
か
ら
研
修
一
導
し
た
。
一
当
大
社
御
由
緒
の
一
目
を
終
え
た
。

•
1

ー

に
入
っ
た
。
一
夕
食
後
は
、
高
宮
斎
場
へ
移
動
i
講
演
後
、
昼
食
を
と
り
、
幽
一

ち
ん
こ
ん

白
衣
を
身
に
着
け
る
の
は
結
婚
一
し
て
の
鎮
魂
。
研
修
生
も
勤
務
先
一
午
後
か
ら
は
白
衣
白

式
以
来
と
の
声
も
聞
か
れ
る
中
、
一
の
先
輩
か
ら
耳
に
し
て
い
る
様
子
一
袴
を
ス
ー
ツ
に
着
替
え

恐
ら
く
最
初
で
最
後
と
な
る
で
あ
一
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
研
修
の
山
場
一
大
島
へ
渡
島
。
中
津

ろ
う
白
衣
・
白
袴
に
戸
惑
い
な
が
ら
一
で
あ
る
。
i
宮
・
沖
津
宮
遥
拝
所
・

み
た
け

も
何
と
か
着
装
を
終
え
た

0

:
浄
闇
の
参
道
を
懐
中
電
灯
の
灯
＿
御
嶽
宮
を
参
拝
し
た
。

続
い
て
各
班
毎
に
潔
斎
場
へ
移
一
り
を
頼
り
に
、
百
八
段
の
石
段
を
i
前
日
に
雨
が
降
っ
た

[
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

動
し
潔
斎
、
再
び
白
衣
・
白
袴
に
着
―
進
み
玉
砂
利
の
敷
か
れ
た
露
天
祭
一

0
0
3
0
4
5
0
0
3

こ
と
、
時
期
が
夏
で
あ

i

6
7
7
8
8
9
0
2
3
 

装
す
る
と
、
次
は
祭
式
作
法
と
朝
こ
場
に
正
座
。
ま
ず
一
同
で
大
祓
詞
一
ー

1
1

る
こ
と
か
ら
沖
ノ
島
を

拝
で
奏
上
す
る
「
大
祓
詞
」
の
講
義
、
一
を
奏
上
し
た
後
、
神
職
に
よ
る
「
鎮
―
二
日
目
は
ま
ず
潔
斎
、
境
内
清
一
目
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
て

ぃ
、
日7

f
」
魂
は
じ
め
」
の
声
で
全
て
の
掃
、
朝
拝
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
一
い
た
が
、
幸
運
に
も
う
っ
す
ら
と
拝

,
'
灯
り
が
消
さ
れ
、
耳
に
す
る
一
朝
食
後
神
宝
館
を
見
学
。
建
国
を
一
す
こ
と
が
で
き
、
研
修
生
一
同
感
銘

の
は
木
々
の
葉
音
や
虫
の
i
彩
る
宗
像
大
神
の
歴
史
を
、
約
八
i
を
受
け
た
様
子
で
あ
っ
た
。

9

バ9
:
9
J
一
．
嗚
き
声
の
み
の
中
、
約
三
0

万
点
の
国
宝
、
二
万
点
の
重
文
と
い
一
帰
社
後
、
夕
食
を
と
り
、
山
元
教

一
分
間
の
鎮
魂
を
行
っ
た
。
時
一

ー
＼
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
足
の
し
び
一

4
r
 

,
\
Q
．
．
れ
か
ら
苦
悩
表
情
を
浮
か
ベ
―

ー
、
ー
る
方
も
お
り
、
「
鎮
魂
や
め
」
一

／
ぃ

の
声
で
一
同
安
堵
の
表
情
一

，
を
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
の
が
一

.
-
0
言
象
的
で
あ
っ
た
が
、
経
験
―

ヽ
さ
れ
た
方
で
し
か
味
わ
え
な
一

~
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
だ
い
一

た
よ
う
に
思
う
。
i

ー
そ
の
後
、
各
班
毎
に
順
番
一

で
潔
斎
。
初
日
の
日
程
を
終
一

え
た
。

·趾usIusl且層・
;~. 

會

17:00 
18:40 
19:30 
20:30 

起床・洗面・潔斎

朝拝準備、境内清掃

：悶
神宝館見学
記念撮影
宗像大社御由緒講義
昼食
筑前大島渡島
中津宮・沖津宮遥拝所・御嶽宮参拝
店主の理念を育んだ時代背景についての講義
夕食

鎮魂
入浴・就寝
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ヽ
i

最
終
日
は
、
潔
斎
、
境
内
清
掃
後
、
：
大
社
に
お
け
る
全
て
の
日
程
を
終

研
修
終
了
奉
告
祭
を
行
い
、
宗
像
一
え
る
と
、
白
衣
・
白
袴
か
ら
ス
ー
ツ

に
着
替
え
、
神
島
宮
司
以
下
全
職

員
の
見
送
り
を
受
け
、
次
の
研
修

地
へ
出
発
さ
れ
た
。

一
行
は
、
宗
像
市
赤
間
に
あ
る

店
主
墓
参
を
し
、
福
岡
空
港
か
ら

千
葉
の
平
川
寮
へ
向
か
い
、
そ
こ
で

十
一
日
間
の
研
修
に
入
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

二
泊
三
日
と
い
う
短
期
間
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
宗
像
大
社
で
過
こ
し

た
時
間
が
、
研
修
生
の
日
々
の
生
活

で
、
一
人
一
人
の
長
い
目
で
見
た
今

後
の
人
生
で
お
役
に
立
つ
こ
と
を

切
に
願
い
、
研
修
生
皆
様
の
今
後

益
々
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

■曲且：駐Kl且漏·
0
0
0
0
0
 

0
0
3
0
3
 

.......... 
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起床・洗面·潔斎
朝拝準備・境内清掃
朝拝（研修終了奉告祭）
朝食・着替え

出発
宗像市赤間の店主生家見学·店主墓参
福岡空港より
千葉•平川寮へ移動

一
工
程
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

一
で
き
た
。

i
実
習
を
終
え
た
学
生
ら
は
、
当

一
大
社
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の
意

当
大
社
文
化
財
管
理
事
務
局
]
止
氏
に
よ
る
鐘
崎
の
海
人
・
築
島
｝
義
や
、
文
化
財
継
承
に
対
す
る
現

が
、
博
物
館
学
芸
員
過
程
を
履
修
：
な
ど
の
講
義
）
、
歴
史
学
（
河
窪
学
i
場
の
努
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

し
て
い
る
大
学
生
を
対
象
に
毎
年
i
芸
員
に
よ
る
中
世
の
歴
史
に
つ
い
て
」
充
実
感
に
満
ち
て
い
た
。

実
施
し
て
い
る
学
芸
員
実
習
が
、
去
i
の
講
義
）
、
保
存
科
学
（
横
田
義
章
i
当
大
社
の
文
化
財
の
背
景
に
は

る
八
月
十
六
ー
ニ
十
六
日
に
開
催
一
氏
に
よ
る
資
料
接
合
に
つ
い
て
の
講
篤
い
信
仰
が
あ
る
。
こ
の
新
知
見
に

さ
れ
、
県
内
外
の
女
子
学
生
六
名
i
義
）
、
博
物
館
学
（
重
住
学
芸
員
に
：
よ
っ
て
、
何
事
も
無
機
的
に
捕
ら
え

が
受
講
し
た
。
＿
よ
る
神
宝
館
運
営
に
つ
い
て
の
講
一
が
ち
な
現
代
の
若
者
は
、
モ
ノ
の
捕

実
習
生
は
毎
朝
、
神
社
職
員
と
i
義
）
な
ど
を
学
び
、
様
々
な
分
野
か
：
ら
え
方
を
見
つ
め
な
お
す
契
機
を

と
も
に
朝
拝
式
に
参
列
し
、
心
身
：
ら
宗
像
の
歴
史
を
見
つ
め
な
が
ら
、
一
得
た
よ
う
で
あ

を
清
ら
か
に
し
て
講
義
に
臨
ん
だ
。
：
併
せ
て
、
刀
剣
手
入
れ
（
藤
川
宣
重
]
0
。
本
実
習
で

初
日
の
堤
文
化
財
管
理
事
務
局
i
氏
に
よ
る
指
導
）
、
拓
本
採
り
や
資
一
習
得
し
た
も
の

長
に
よ
る
講
話
を
皮
切
り
に
、
考
古
一
料
の
梱
包
・
調
書
作
成
作
業
（
重
．
を
人
生
の
飛
躍

学
（
松
本
肇
氏
に
よ
る
沖
ノ
島
祭
[
仕
学
芸
員
)
な
ど
ヽ
現
場
な
ら
で
は
ー
に
っ
な
げ
て
も

祀
の
講
義
）
、
民
俗
学
（
石
井
忠
氏
i
の
実
務
も
体
験
し
た
。
」
ら
え
れ
ば
誠
に

に
よ
る
漂
着
物
ほ
か
の
講
義
、
楠
本
一
ま
た
、
今
年
は
宗
像
市
の
職
員
i
幸
い
で
あ
る
。

か
ら
文
化
財
行
政

に
つ
い
て
こ
指
導

頂
き
、
行
政
が
行
う

文
化
財
保
護
へ
の

取
り
組
み
の
一
端

に
も
触
れ
た
。

期
間
中
、
台
風
接

近
に
伴
い
一
日
間
実

習
が
休
講
と
な
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変

更
す
る
事
態
と
な
っ

た
が
、
最
終
的
に
全



第548号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年 10月 1 日日曜日―

---------------------------------------------------------------------------------------------------

今年6月、沖ノ島祭祀遺跡出土品約ｷ ｷｷｷ ｷｷ ｷ ----ｷ ---------• -----•• -------• ｷ ｷ • ｷ ··ー・・
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捧げて大規模な祭祀を行ったことが-ｷ----------ｷｷ----------ｷ---ｷｷ----------ｷｷｷ-----ｷ-ｷ----------ｷ------------ｷ---ｷ--ｷｷ----------------

わかっています。-----•----• •----ｷ ··ーー・ • --------------• ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • -------

本展覧会では、これらの奉献品の
·----····------·----------------·-•ー・・ ・ • • 
うち、新指定された沖ノ島祭祀遺跡
----------------------ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-

出土品について、今までご紹介する
•••• ·ー・ ・-------------·-------------------··--------·-·----------·----·-·-----------------··-

機会の少なかった伝世品を中心にお--ｷｷｷ-----ｷ-ｷｷ---------------ｷ---------------------------------------------ｷ---------------------ｷ-

披露目します。-----···--------··································································-------------•---

これに併せて、宗像市・福津市から----------------------ｷ--ｷ-----ｷ----ｷ-------ｷ----ｷｷ--ｷ--------ｷｷｷｷｷｷ------------ｷｷｷｷｷｷ-----ｷ-------

発見されている古代の考古資料も展·............----—· ｷ ·“----ｷ 

示し、当時の宗像地域に生きた人々ｷｷ--------ｷ------ｷ-----ｷｷ-ｷｷｷ--ｷ-ｷ---ｷｷｷ-------------------------ｷ--ｷ-ｷ----------------ｷ-ｷ-ｷ--ｷ 

の様子を沖ノ島との関わりという観----------ｷｷｷ ｷ •· ········•· ·•• ｷ ｷｷ ｷ ｷｷｷｷｷｷｷ ••· ····•· ｷ ｷｷ ·•• ·•• ｷｷｷｷ ·• ·•• ｷ ｷ ｷ ｷ ••· ｷｷｷｷｷｷｷｷ ｷ ｷ ·• ｷ ｷ ·• ｷｷｷｷ----

点からご紹介します。またとない機会----.... •--• ------ｷ --------ｷ ｷ ---------ｷｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ • ----ｷ • ｷｷｷｷ • ｷ • ｷ •-- ----

です。皆様、是非お越し下さい。ｷ-ｷ--ｷｷ-------ｷ-ｷ------------ｷ----ｷ--------ｷ---ｷ-ｷ-------------------------------------------------

全平成18年 10月28日（土）～ 1 1 月 26日（日）

児し問ー）午前9時～午後4時半（入館は午後4時まで）
竺墨し）宗像大社神宝館全展示室

入堕巴大人…500円 大学・高校生…300円

中・小学生…200円

※ 15名以上は100円引

※企画展開催に伴う展示・撤去作業のため、

会期の前後で休館いたします。

休館日 平成18年 10月 23 日（月）～ 10月 27 日（金）
平成 18年 1 1 月 27 日（月）～ 1 1 月 30 日（木）

く主な展示品＞

金銅製高機、土器類（野坂新田遺跡出土）、蛇行状鉄器（手光南

2号墳出土）等、皇朝十二銭（三郎丸今井城遺跡出土）＜上記写

真参照＞、金銅製香炉状製品、銅鏡、石釧などの沖ノ島出土とみ

られる伝世品、鉄鎚（割畑 1 号墳出土）等。

日
「
国
宝
一
棒
嶺
定
記
念
」

S

沖
ノ
鳥
祭
祀
と
宗
像
•
椙
津
の
文
化
耐
晨

s

闊
値

八
月
二
十
二
日
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
一
ポ
ー
タ
ー
が
詰
め
か
け
た
。

ー
ス
の
必
勝
激
励
会
が
、
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
一
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
ニ
ュ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
一
ー
ジ
ラ
ン
ド
出
身
の
選
手
よ
り
有
名
な
「
ハ

激
励
会
に
先
立
つ
午
前
六
時
、
同
ホ
テ
一
カ
シ
ー
ン
」
等
も
披
露
さ
れ
、
日
頃
応
援
す

ル
清
明
殿
で
当
大
社
神
職
二
名
、
巫
女
ニ
一
る
選
手
と
接
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な

名
の
奉
仕
に
よ
り
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
、
一
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
会
場
各
所
で
和
や
か

肉
サ
ニ
ッ
ク
ス
宗
政
伸
一
社
長
、
藤
井
雄
一
に
話
が
弾
む
光
景
が
み
ら
れ
た
。

一
郎
監
督
、
古
賀
龍
一
一
主
将
以
下
選
手
、
一
ま
た
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
意
味
す
る
「
青

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
関
係
者
が
参
列
す
る
中
、
一
魂
」
と
大
き
く
書
か
れ
た
書
額
の
贈
呈
も

今
シ
ー
ズ
ン
の
必
勝
を
祈
願
す
る
祝
詞
が
一
行
わ
れ
、
選
手
団
も
感
謝
の
意
を
強
く
表

奏
上
さ
れ
、
各
自
厳
粛
に
祈
念
の
誠
を
捧
一
し
て
い
た
。

げ
ら
れ
た
。
一
サ
ポ
ー
タ
ー
を
代
表
し
伊
豆
善
也
元
県

続
い
て
、
ホ
テ
ル
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
、
一
議
、
井
上
正
史
J

C
理
事
長
な
ど
熱
烈
な

谷
井
市
長
ら
「
宗
像
市
に
本
拠
地
を
置
く
一
応
援
ス
ピ
ー
チ
が
数
々
と
寄
せ
ら
れ
、
最
後

ブ
ル
ー
ス
を
激
励
す
る
会
」
主
催
の
激
励
一
は
小
林
栄
二
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
々

会
が
開
催
さ
れ
、
約
ニ
ニ
0
名
の
地
元
サ
一
長
よ
り
大
学
応
援
団
長
時
代
を
紡
彿
と

さ
せ
る
、
素
晴
ら
し
い
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
盛

大
裡
に
必
勝
激
励
会
は
幕
を
と
じ
た
。

九
月
九
日
に
は
、
博
多
の
森
陸
上
競
技

場
で
ト
ッ
プ
リ

ー
グ
で
の
初
勝

利
を
飾
ら
れ

た
と
の
事
、
福

岡
サ
ニ
ッ
ク

ス
・
ブ
ル
ー
ス

の
御
健
闘
を

お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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第
三
十
回

東
西
神
社
人
親
善
野
球
六
台
兵
庫
六
台

ー
開
催
チ
ー
ム
の
兵
庫
県
チ
ー
ム
が
優
勝
ー

―
―
点
を
返
す
の
が
精
一
杯
、
結
局
一
り
、
「
初
開
催
と
な
る
福
岡
の
地
で
、

―
一
対
三
で
最
終
回
を
迎
え
た
。
一
皆
様
の
お
越
し
を
心
待
ち
に
し
て

一
最
終
回
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
代
一
お
り
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、

一
打
伊
藤
（
宗
像
）
の
ラ
イ
ト
オ
ー
バ
一
大
会
は
終
了
し
た
。

去
る
八
月
十
七
日
ー
十
九
一
ら
れ
、
会
は
盛
会
且
つ
和
や
か
な
一
ー
の
一
一
塁
打
で
チ
ャ
ン
ス
を
作
る

日
、
第
三
十
回
と
な
る
東
西
神
一
雰
囲
気
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。
一
も
や
は
り
あ
と
一
本
が
出
ず
惜

社
人
親
善
野
球
大
会
が
兵
庫
県
一
翌
十
八
日
、
午
前
七
時
半
貸
切
一
敗
、
初
参
加
を
準
優
勝
で
飾
っ
た
。

の
当
番
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
東
一
バ
ス
に
て
淡
路
市
・
「
ポ
ー
ル
パ
ー
i
閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
地
代
表

京
都
以
西
の
五
チ
ー
ム
が
二
十
一
ク
あ
わ
じ
」
へ
と
移
動
し
、
全
六
チ
一
挨
拶
と
し
て
当
大
社
神
島
宮
司
よ

九
年
に
亘
り
行
っ
て
き
た
伝
統
一
ー
ム
揃
っ
て
の
記
念
撮
影
の
後
開

あ
る
大
会
で
、
本
年
よ
り
太
宰
府
一
会
式
が
行
わ
れ
た
。
淡
路
市
長
の

天
満
宮
・
当
宗
像
大
社
の
混
成
チ
一
歓
迎
挨
拶
後
、
昨
年
優
勝
の
出

ー
ム
が
九
州
の
地
よ
り
初
め
て
一
雲
・
金
刀
比
羅
チ
ー
ム
よ
り
優
勝

参
加
す
る
事
と
な
っ
た
。
一
旗
・
統
理
杯
が
返
還
さ
れ
、
い
よ
い

初
参
加
に
向
け
年
明
け
よ
り
準
一
よ
試
合
開
始
と
な
っ
た
。

備
を
進
め
、
統
一
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
一
当
チ
ー
ム
は
前
夜
の
く
じ
引
き

の
制
作
、
ま
た
五
月
頃
よ
り
は
、
一
で
一
回
戦
シ
ー
ド
権
を
得
て
、
東

月
三
回
程
の
ペ
ー
ス
で
合
同
練
一
京
チ
ー
ム
に
勝
利
し
た
出
雲
・
金

習
•
練
習
試
合
を
重
ね
、
八
月
十
一
刀
比
羅
チ
ー
ム
と
の
二
回
戦
か
ら

日
に
壮
行
会
を
行
い
大
会
へ
と
一
参
戦
。
満
を
持
し
て
臨
み
、
主
戦
神

臨
ん
だ
。
一
島
（
宗
像
）
の
投
打
に
亘
る
活
躍
で

八
月
十
七
日
兵
庫
県
神
戸
市
一
七
対

0
の
五
回
コ
ー
ル
ド
で
初
戦

へ
と
入
り
‘
生
田
神
社
正
式
参
拝
、
一
突
破
を
果
し
た
。

同
生
田
神
社
会
館
に
お
い
て
役
一
続
い
て
の
決
勝
戦
で
は
、
開
催

員
選
手
懇
親
会
並
び
抽
選
会
一
県
と
し
て
意
気
込
み
の
強
い
兵
庫

が
開
催
さ
れ
、
兵
庫
県
よ
り
手
一
チ
ー
ム
と
対
戦
。
当
チ
ー
ム
は
大

厚
い
サ
ン
バ
の
歓
迎
を
受
け
、
初
一
塚
・
長
友
の
宗
像
バ
ッ
テ
リ
ー
の
先

参
加
と
な
る
当
チ
ー
ム
を
代
表
一
発
で
あ
っ
た
が
、
序
盤
こ
の
バ
ッ
テ

し
太
宰
府
天
満
宮
西
高
辻
宮
一
リ
ー
に
ミ
ス
が
連
発
、
三
失
点
を

司
、
当
大
社
神
島
宮
司
よ
り
一
許
し
て
し
ま
う
。
打
線
も
チ
ャ
ン
ス

初
参
加
の
熱
い
意
気
込
み
が
語
一
で
の
一
本
が
中
々
出
ず
、
中
盤
で
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]
海
揚
り
の
珠
州
焼
の
甕
、
柏
崎
裏
浜
i

i
に
漂
着
し
た
石
器
類
。
地
元
陶
山
修
一

一
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
の
う
ち
、
韓
一

i
国
か
ら
北
朝
鮮
へ
む
け
て
流
さ
れ
た
i

―
海
漂
器
、
妖
し
げ
な
男
女
の
彫
刻
な
[

．
ど
も
。
上
越
市
の
上
下
浜
小
学
校
の
一
に
驚
い
た
。
帰
り
に
同
行
の
愛
知
・
林

今
年
夏
、
新
潟
県
・
柏
崎
市
立
博
一
木
の
上
部
は
人
面
で
、
ど
ん
ぐ
り
：
山
か
ら
流
れ
て
き
た
も
の
で
な
く
、
朝
[
「
ク
ジ
ラ
の
学
校
」
の
版
画
や
ヽ
当
時
]
里
雄
氏
と
糸
魚
川
や
姫
川
の
海
岸

物
館
で
「
渚
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
（
漂
着
物
眼
•
い
か
め
し
い
鼻
・
部
厚
い
唇
と
お
鮮
の
チ
ャ
ン
ス
ン
（
長
柱
）
で
は
な
い
の
鯨
の
骨
等
か
ら
、
漂
着
貝
だ
け
を
を
歩
い
て
ヒ
ス
イ
さ
が
し
と
な
っ
た
。

か
ら
み
た
越
後
・
佐
渡
）
の
企
画
展
．
ど
ろ
お
ど
し
い
。
そ
の
下
の
文
字
に
唸
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ス
ン
を
[
-
途
に
集
め
た
小
．
結
果
は
「
一
日
し
て
ヒ
ス
イ
は
拾
え

田
｀
』
尉
i
L
厚
言
言
□
り
｀

□

i/
[
]
`
0
]
]

口

い
た
。
展
示
方
法
は
分
か
り
や
す
く
、
•
こ
に
架
っ
て
い
た
橋
柱
な
の
か
、
「
あ
ん
下
大
将
軍
」
「
地
下
女
将
軍
」
が
建
て
て
み
え
た
。
扇
山
ヨ
、
；
移
’
、
'
な
浜
歩
き
だ
っ
た
。
も
り
だ
く
さ
ん
の
、

よ
く
整
理
分
類
さ
れ
て
い
た
。
七
月
な
遠
く
か
ら
流
れ
て
き
た
の
か
」
こ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
類
で
は
な
い
か
シ
コ
、
和
博
親
子
の
]
[
．
し
か
も
漂
着
物
の
楽
し
み
方
も
追
求

三
十
日
に
は
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
も
．
が
大
い
に
話
題
と
な
っ
た
。
隣
村
の
田
と
言
う
。
他
に
展
示
は
柏
崎
に
漂
着
．
翡
翠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ァ
，
、
．
，
し
た
好
企
画
だ
っ
た
。
渡
邊
三
四
一

行
わ
れ
た
。
展
示
の
目
玉
は
、
文
政
八
沢
村
祐
光
寺
の
僧
観
励
上
人
は
五
．
し
た
寄
物
、
漂
流
物
、
海
中
出
現
仏
、
二

0
k
g
の
大
物
ヒ
ス
イ
ぃ

.. 

学
芸
員
こ
く
ろ
う
さ
ん
で
し
た
。

年
（
一
八
二
五
）
、
新
潟
・
柏
崎
椎
谷
一
大
文
字
の
輪
郭
を
写
し
、
版
を
作
っ
―

の
漁
人
が
沖
で
、
漂
流
中
の
流
木
を
i
て
、
同
好
の
士
に
配
布
、
こ
の
時
に
．

見
つ
け
た
。
薪
に
し
よ
う
と
拾
っ
て
、
家
一
「
橋
柱
に
題
す
る
吟
詠
」
を
依
頼
し
[

き
ょ
う
こ
う

の
軒
下
に
置
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
通
り
i
た
。
良
寛
は
「
蛾
眉
山
下
の
橋
杭
に
i

ら
く
せ
い

か
か
っ
た
好
事
家
が
見
て
驚
い
た
。
流
一
題
す
」
と
し
て
、
知
ら
ず
落
成
何
れ
i

の
年
代
ぞ
書
法
i

し
ゅ
う
び

道
美
に
し
て
且
一

つ
清
新
分
明
一

な
り
蛾
眉
山
一

下
の
橋
流
れ
寄
一

る
日
本
宮
川
の
一

濱
と
の
詩
を
詠
i

ん
だ
。
最
近
の
一

研
究
で
は
、
こ
の
一

橋
柱
は
、
蛾
眉
一

（続）

公
＃

ハ
疇
・
ー
、

`
-
ｷ
 

208 

『むなかださま』
発行の御案内

い
し
い
た
だ
し

宗像信仰の教科書ともいうべき本として、
昭和62年に発行され、長らく絶版となって
おりました『むなかたさま』が、この度再版さ
れ、秋季大祭初日の10月 1 日より各社頭で頒
布されます。
神社史のような学術書ではなく、やさしい

文章で書かれ、内容に沿つて写真も盛り込ま
れた、気軽に読んでいただける仕上りとなつ
ており、宗像大神を崇敬される多くの皆様の
新しい解説書になると思われます。

な
た
さ
ま

ふ
“
そ
の
慶
史
と
現
在

開始日時
場所

頒布価格・
サイス
ページ数

10月 1 日～
本殿・祈願殿授与所、神宝館
1,500円
A5版
184ページ
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回酋日I - - -
-J—·- -- ~ , 

季節が到来しました。九州各県を中心に、全国の菊花書｀¥`！＜丹精
が、境内中に展示されます。この大会の叢高賞は内閣総理大臣賞、こ

れ、別名「菊作り九州ナンバーワン決戦大会」とも呼ばれています。
期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで賑います。また菊苗・菊鉢の販売、勅恒館迭この時期

限定で特別に開放「抹茶コーナー」、豪華景品が当たる『菊みくじ』、宗像観光協会の運営する『いっぷく
茶屋』なども開かれています。
是非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

間
闊
場
式．

彰

期
時
会
表

拝観料
駐車場

l l 月 1 日（水）～ l l 月23日（木）
終日
宗像大社境内
l l 月 19日午前10時～
於＝アクシス玄海

悶
〇観光協会案内所 ®菊みくじ

i 

®懸崖 〇玄海小生徒作品 ®古木添木 ` ®小品盆栽
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福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

立
山
の
高
山
植
物
を
撮
り
て
来
し
友
の
土
産
の
蛍
烏
賊
は
甘
し

高
山
植
物
と
蛍
烏
賊
の
意
外
な
取
合
せ
の
面
白
味
を
出
す
に
は
、
「
土
産
は
蛍

o
o烏
賊
な
り
」
と
突
き
放
し
た
方
が
い
い
と
思
う
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

四
歳
児
の
雨
降
り
出
せ
ば
長
靴
を
お
ろ
し
て
庭
に
ス
キ
ッ
プ
を
せ
り

に
喜
ぶ
幼
児
の
さ
ま
を
活
写
す
る
に
は
初
句
の
「
の
」
は
不
要
。

回
口
句
も
「
せ
り
」
の
過
去
形
で
な
く
「
す
る
」
の
現
在
形
が
い
い
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

若
き
ら
に
混
じ
り
て
歩
く
昼
下
が
り
と
ま
れ
ば
汗
の
し
た
た
る
ば
か
り

圏
贔
□り
。
で
も
い
い
が
、
結
句
は
「
し
た
た
り
や
ま
ず
」
の
方
が
炎
暑
の
感

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

こ
だ
わ
れ
ど
吾
が
手
に
あ
ま
る
庭
の
樹
々
亡
き
夫
に
詫
び
再
度
伐
り
た
り

庭
木
を
愛
し
た
夫
え
の
思
い
の
よ
う
だ
が
、
判
り
ず
ら
い
。

匿
二
句
を
「
繁
り
に
し
げ
る
」
な
ら
判
る
。
歌
は
単
純
化
が
大
切
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

日
焼
け
止
め
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
町
へ
出
る
台
風
無
事
に
過
ぎ
た
る
今
日
は

性
ら
し
さ
の
あ
る
歌
。
こ
の
ま
ま
で
も
い
い
が
、
結
句
は
「
昨
日
過
ぎ
た

回
げ
」
の
方
が
、
台
風
の
規
模
と
作
者
の
か
か
り
あ
い
が
出
る
と
思
う
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

ク
マ
ゼ
ミ
の
こ
ゑ
降
る
宮
に
禰
宜
の
読
む
夏
越
の
祝
詞
り
ん
と
徹
れ
り

回
渭
の
し
つ
か
り
と
し
た
一
首
だ
が
、
結
句
「
り
ん
と
徹
れ
り
」
は
い
か
に

短
歌
的
表
現
、
こ
こ
を
工
夫
し
て
欲
し
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

来
世
も
又
夫
婦
に
と
言
い
し
夫
の
遺
影
の
前
に
匂
う
白
百
合

回
謬
豆
コ
t
に
闘
□`
い0、
迫
影
と
花
の
組
合
せ
は
沢
山
詠
ま
れ

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

ふ
る
さ
と
の
空
気
を
吸
ひ
て
歩
く
身
に
さ
さ
や
く
こ
と
し
海
近
き
川

い
歌
、
だ
が
「
歩
く
身
に
」
の
身
が
気
に
な
る
。
私
な
ら
二
句
三
句
は

o
o□
丸
と
思
ふ
朝
明
け
を
」
と
す
る
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
Hメ
切

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

穏
や
か
に
夕
づ
く
湖
面
光
り
ゐ
て
あ
め
ん
ぼ
う
の
画
く
波
紋
の
つ
づ
く

事
実
そ
の
ま
ま
を
詠
っ
た
の
だ
ろ
う
が
「
湖
面
」
よ
り
「
池
の
面
」
の
方
が
ふ

回
さ
わ
し
い
。
短
歌
は
言
葉
の
組
合
せ
が
大
切
。

福
津
市
在
自
増
田
武
光

乳
飲
み
子
を
野
良
に
抱
き
て
母
親
は
奉
納
絵
馬
の
中
に
ほ
ほ
え
む

回
門
i
]
鱈
蒻
昇
琵
彗
口
註
鱈
‘
二
、
三
句
は
「
抱
く
母
親
野

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

せ
せ
ら
ぎ
の
川
面
に
浮
か
べ
し
笹
舟
は
追
い
つ
追
わ
れ
つ
流
れ
ゆ
く
な
り

＿
評
一
木
原
作
品
と
同
じ
く
「
川
面
」
よ
り
「
流
れ
」
と
し
た
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

親
類
の
集
び
し
夜
の
盆
座
敷
今
年
生
ま
れ
の
子
ど
も
加
わ
る

回
豆
鱈□
臼
丘
麟
直
以
上
の
感
じ
で
あ
る
。

宗
像
市
大
島
杉
田
證
子

大
潮
の
べ
た
凪
の
今
日
鯵
網
も
中
休
み
と
ふ
人
影
も
な
く

月
夜
間
の
休
漁
の
こ
と
だ
ろ
う
、
「
鯵
網
も
」
の
「
き
は
他
に
も
あ
る
と
言
う
欲
張
り
の
助
詞
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

匿
こ
は
「
は
下
J
鰺
網
に
焦
点
を
し
ぽ
り
た
い
。
ま
た
結
句
竺
な
く
一
の
連
用
形
で
な
く
「
な
し
j
と
終
止
形
止
め
が
い
い
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

八
月
の
思
び
出
の
一
っ
盗
み
見
せ
し
祖
父
の
抽
出
し
の
軍
事
郵
便

回
腐
嗽
閏
ば
。
事
郵
便
は
誰
が
出
し
た
の
か
、
そ
れ
が
判
る
と
猶
い
い
の

福
津
市
中
央
中
村
勇

境
内
の
石
の
雄
牛
は
退
し
く
人
の
撫
で
た
る
角
が
光
れ
り

百
一
対
象
を
良
く
見
て
詠
わ
れ
て
い
て
力
強
い
一
首
で
あ
る
。

宗
像
市
ひ
か
り
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

夏
空
に
光
る
無
数
の
輝
き
は
心
を
照
ら
し
は
か
な
く
ち
り
ゆ
く

心
を
照
ら
す
」
は
一
歩
誤
る
と
道
歌
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
「
私
を
」
と
す

匿
ー
、
私
の
中
に
は
心
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
し
、
現
実
的
で
若
さ
が
あ
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

梅
雨
明
け
の
湯
川
の
山
は
黒
ぐ
ろ
と
木
々
の
息
吹
き
の
わ
れ
に
迫
り
＜

回
這0な
る
木
々
の
生
命
力
と
作
者
の
気
息
が
合
致
し
生
ま
れ
た
一
首
で
あ

野
母
半
島
岬
の
下
に
ひ
し
め
き
て
光
揉
み
合
ふ
十
月
の
海

一5行
＂
昇
且
賛
丑
甘
芸

福
津
市
在
自
増
田
武
光

狛
犬
も
舌
を
出
し
た
る
炎
暑
か
な

福
岡
市
馬
出
箱
島
文
衛

楢
大
樹
千
木
と
並
び
て
露
涼
し

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会
士
口

E
B

木
口T

夕
立
に
よ
け
る
軒
な
く
車
庫
を
貸
る

三
浦
美
千
代

君
逝
き
ぬ
手
紙
の
束
を
も
や
す
秋

田
中
雨
葉

や
ま
も
も

揚
桃
や
記
憶
の
母
は
機
を
織
る

木
原
房
子

七
夕
や
文
字
と
り
ど
り
に
子
ら
の
夢

つ
い
に
歩
き

始
め
ま
し
た
。

以
前
か
ら
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
群
と

い
う
の
は
自
覚
し
て
い
ま
し
た
が
、
東

西
神
社
人
野
球
に
伴
う
練
習
時
に
事

件
は
起
こ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ

ツ
を
着
替
え
る
際
に
「
意
外
と
着
痩
せ

す
る
タ
イ
プ
な
ん
だ
ね
」
の
ニ
―-
0。
心

に
響
き
ま
し
た
▼
六
月
か
ら
田
ん
ほ

道
を
毎
日
約
四
キ
ロ
、
四
十
分
か
け
て

歩
い
て
ま
す
。
仕
事
も
家
庭
も
あ
り
時

間
を
捻
出
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、
始

め
れ
ば
意
外
と
楽
し
い
も
の
で
す
▼

今
で
は
あ
ま
り
痩
せ
よ
う
と
意
識
す

る
こ
と
無
く
、
家
庭
の
こ
と
、
仕
事
の

こ
と
、
将
来
の
こ
と
と
い
ろ
い
ろ
考
え

る
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、

今
日
歩
け
た
こ
と
に
感
謝
し
、
明
日
も

歩
け
れ
ば
い
い
な
と
思
え
る
自
分
に

驚
い
て
い
ま
す
▼
結
果
は
微
妙
で
す

が
、
伴
っ
て
き
ま
し
た
ら
、
ま
た
御
報

告
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

(
M
.
o
)
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